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高齢者の健康維持には，運動機能や栄養状態の維持・改善だけでなく，積極的に社会との関わりを持つ社

会参加が必要となる．一方，加齢により生活機能が低下した高齢者は，車が運転できなくなることや，さ

らに要介護状態等の機能が低下した場合は，公共交通を利用して単独で外出も困難となる．これまでの研

究により，高齢者の外出頻度と日常生活自立度や健康感，生きがいなどと関連することが報告されている．

そのような意味において，公共交通政策などの外出支援は，高齢者の健康維持に寄与すると考えられるが，

交通手段と外出頻度，健康の関連性については，十分に明らかではない． 
そこで，本研究では地方部と都市部の高齢者を対象に，外出日数と交通手段，生活機能を調査し，その関

連性を考察することを目的とする．その結果，地方部においては，自動車（自分で運転），都市部では，

公共交通，自転車等の自分で自由に外出できる交通手段を持つ人ほど，外出日数も多く，生活機能も高い

ことがわかった． 
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1. はじめに 

わが国の2010年の65歳以上人口の割合は23.3%であり，

2035年には高齢化率が30％を超えると予想されている．

また，認知症や要介護状態へのリスクの高い75歳以上の

後期高齢者人口は，1,471万人（2010年）で，総人口に占

める割合は11.5%であり，2030年には約20％になると予

想されている．特に，高齢者の要介護（要支援）認定者

総数は，2000年の256万人から2012年度末には，561万人

まで増加しており１)，加えて認知症高齢者は2002年の150

万人から2020年には410万人と推計されている2)．厚生労

働省では，介護保険給付費の増加や認知症高齢者の増加

などの課題に対応すべく，2006年より介護保険制度の見

直しが測られ，予防重視型システムへの転換が図られて

いる．また，「健康日本21」では健康寿命を延ばすこと

を目標にし，高齢者の健康の増進，発病を予防して，健

康寿命の延伸を図っていくことが重要な課題であるとし

ている．  

一般的に高齢者は，加齢に伴い健康状態や生活機能が

低下することで，社会活動性の低下が起こりやすく，外

出の機会が減少し，「閉じこもり」に繋がるという問題

が生じてくる．「閉じこもり」は将来の要介護状態に繋

がる要因になるため，それらをさせず，社会参加や外出

をさせることが重要となってくる．高齢者の外出に関連

した研究3)～5)では，性別，年齢，身体的要因，知的能動

性，手段的日常生活動作（IADL），地域活動などの要

因が外出と強く関連していることが報告されている．ま

た，外出頻度が生活機能やQOL，抑うつなどの身体・精

神的健康水準に影響を与えるとの報告6)もあり，高齢者

の外出頻度は心身機能や社会活動性を包含した健康指標

であるとも考えられている7)．つまり，高齢者の健康指

標として，高齢者の外出頻度を交通施策等の評価にも応

用できと考えられる．  

そこで本研究では，都市部と地方部の高齢者の外出頻

度と移動手段，活動能力の関係を実証的データから検討

し，今後の高齢者の介護予防や健康維持の観点か移動手

段のあり方について考察する．  

 

2. 本研究に用いる指標（活動能力）と既往研究 

 

 本研究は，高齢者の外出頻度と移動手段，日常生活活

動能力との関係を明らかにするため， IADL（Instrumental 

Activities of Daily Living：手段的日常生活活動能力）に加

え，知的能動性や社会的役割を測る指標である老研式活

動能力指標8),9)を用いた．老研式活動能力指標は，手段的

自立を5点満点，知的能動性を4点満点，社会的役割を4

点満点の計13点満点として，高齢者の自立度を測る指標

である（表-1）． 

これまで，高齢者の活動能力と外出に関する研究は，  
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表-1 老研式活動能力指標 
バスや電車を使って外出できますか。
日用品の買い物ができますか。
自分で食事の用意ができますか。
電話・電気・水道をはじめとする様々な請求書の支払いが
できますか。
銀行の預金・郵便貯金の出し入れが自分でできますか。
年金などの書類が書けますか。
新聞を読んでいますか。
本や雑誌を読んでいますか。
健康についての記事や番組に関心がありますか。
友だちの家を訪ねることがありますか。
家族や友だちの相談にのることがありますか。
病人を見舞うことができますか。
若い人に自分から話しかけることがありますか。

手段的自
立

知的能動
性

社会的役
割

 
 

公衆衛生分野を中心になされ，活動能力の低下により死

亡率が高くなること13)，閉じこもり（週1回程度以下の

外出）と活動能力が関連すること5),10)，特に外出頻度は

高齢者の健康との関連性が強いが高いことが明らかにな

っている6), 7),11),12)． 

交通と活動能力に関する研究としては，谷本ら8)は高

齢者の買い物における移動手段と活動能力について，活

動能力の違いにより，選択される交通手段が違うことを

明らかにしている．また，谷本13)は外出手段が活動能力

の維持にどのように影響しているかを基準年と1年後の

データを比較し，公共交通利用が手段的自立や基本的な

運動機能，物忘れ等の認知機能等の維持にも影響してい

ることを明らかにしている．橋本・田尾14)は基本チェッ

クリストを用いて，外出頻度に運動機能が与える影響を

分析し，足腰等が弱ると外出頻度が少なくなることを明

らかにしている．有田ら15)は，外出頻度を週3回以上と2

回以下に分類し，免許の有無との関係を分析したところ，

免許のない人はある人に比べ、外出頻度が週2回以下に

なるリスクが約4倍あることを明らかにしている．  

しかし，外出頻度と年齢や活動能力、移動手段の関連

性について，都市部と地方部を比較して扱った研究はほ

とんどなく，外出頻度にどのような要因が最も影響を与

えているかどは明らかになっていない．本研究では，都

市部と地方部における65歳以上の高齢者を対象に、外出

頻度に影響を与える身体的要因，移動手段選択の要因を

検討することを目的としている． 

 

3．調査概要 

 地方部の調査対象地区は，滋賀県米原市である．米原

市の総人口は40,666人，総世帯数は13,749世帯，高齢者

化率は26.0％（H24年10月）である．米原市を走る路線

バスは.曲谷線,醒ヶ井線,梓河内線,伊吹登山口線,近江長岡

線,木ノ本米原線の6路線であり，JR 米原駅を中心とする

米原地域，JR 坂田駅を中心とする近江地域において，

完全予約制の乗合タクシー（まいちゃん号）が運行され

ている． 

 アンケートの配布回収は，米原市在中の65歳以上の高

齢者を対象とし，無作為抽出により，1584票配布，1069

票回収（回収率67％）であった．調査期間は，平成25年

11月12日～11月22日である． 

 都市部における調査地区は，大阪市生野区である．生

野区の高齢者率は27%に達しており，大阪市の22.7%を

上回っている．公共交通の状況は，東側に地下鉄千日前

線，西側にJR環状線，北側に地下鉄千日前線と近鉄大阪

線(奈良線)が，そして南側にはJR関西線と，区域界の外

周に鉄道路線が整備されており，区域の大半が鉄道駅の

徒歩圏としてカバーされている．また，路線バスも，区

域の中央部東西南北両方向でサービスされており，鉄道

と路線バスをあわせると，区域のほぼ全域で公共交通サ

ービスが提供されるところとなっている． 

アンケートの調査方法および回収数は以下の通りであ

る． 

・一般世帯には世帯票 1票，個人票 5票を配布した．高

齢者のみ世帯には，世帯票 1 票，個人票 2 票を配布し

た． 

・一般世帯用は 1,000 部(個人票 5,000 部)，高齢者のみ世

帯には 500部(個人票 1,000部)を配布した． 

・世帯票 771 票(回収率 79.8％)，個人票 2,028 票(回収率

33.8％)回収した．内、高齢者票は 1445票であった． 

・アンケートの配布は地域振興連絡会議において，連合

振興会長に調査協力を依頼し，郵送による回収を行った． 

  

4．調査結果 

 米原市の回答者の対象者としては，65歳以上の高齢者

の内、非要介護高齢者777を分析対象とした．属性とし

ては，男性47％，女性53％であり，年齢は，前期高齢者

（65歳～74歳）56％，後期高齢者（75歳以上）44％であ

った．外出手段として，自由に車で外出できる人は66％，

それ以外の公共交通，2輪車・自転車，送迎・タクシー

を利用している人は34％であった．外出頻度は，週4回

以上外出している人は50％であり，週2-3回29％，週1回

程度7％，週1回未満12％となっていた．生野区では，非

要介護高齢者650名を分析対象とした．属性としては，

男性43％，女性57％であり，年齢は，前期高齢者（65歳

～74歳）62％，後期高齢者（75歳以上）38％であった．

外出手段として，自由に車で外出できる人は22％，それ

以外の公共交通、2輪車・自転車，送迎・タクシーを利

用している人が78％であった．外出頻度は，週3回以上

外出している人は75％であり，週1-2回14％，週1回未満

10％となっていた． 

表-1は地区別の活動能力点数を示したものである．米

原市と生野区では，ほぼ同じ値であり，老研式活動能力

指標示の得点を古谷野16)らが行った高齢者（1027人）の

老研式能力指標の平均点は，65～69歳11.8±2.0，70～74

歳11.0±2.6，75～79歳10.5±3.0，80歳～8.0±4.2であった． 
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表-2 年齢別の活動能力点数 

65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上
米原市 12.1±1.4 12.0±1.5 11.6±2.0 11.0±2.8
生野区 12.1±1.6 12.1±1.7 11.6±2.1 10.6±2.7  
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図-1 外出頻度別活動能力点数（米原市） 
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図-2 外出頻度別活動能力点数（生野区） 

 

ことから，今回の被験者は各年代においてやや健康的な

な活動能力を持った高齢者であったと考えられる．ただ

し，現在の団塊の世代の高齢者の健康度は，20年前の高

齢者に比べ上がっていることを考慮すると17），現在の

平均的な高齢者であったと考えられる． 

 図-1は米原市の外出頻度別の活動能力点数を示したも

のである．外出頻度が少なくなるにつれ，点数が下がっ

ていることがわかる．閉じこもりの定義としても使われ

る週1回未満の人は前期高齢者，後期高齢者共に点数が

低くな，既往研究同様，外出頻度が活動能力と関連して

いることがわかる．同様に、図-2は生野区の外出頻度別

の活動能力点数を示したものである．米原市と同様に，

外出頻度が少なくなるにつれ，点数は下がっているが，

前期高齢者の週1回未満の人の点数はやや高い結果とな

った． 

図-3，4は移動手段別の外出日数を示したものである．

ここでは，車（自分で運転），2輪車・自転車，公共交

通，家族送迎・タクシーについて，それらを利用してい

る人の外出日数を示した．米原市のアンケート項目（1．

ほぼ毎日，2．週4-5日，3．週2-3日，4．週1日，5．月2-3  
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図-3 交通手段別外出日数（米原市）（主な交通手段） 
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図-4 交通手段別外出日数（生野区）（主な交通手段） 

 

日，6．月 1日，7．ほとんど外出しない）であったこと

から，（1．6.5 日，2．4.5 日，3．2.5 日，4．1 日，5．

0.625日，6．0.25日，7．0.08日）と 1週間当たりの日数

に変換した．生野区の項目は（1．ほぼ毎日，2．週 3-5

日，3．週 1-2日，4．月 2-3日，5．月 1日，）であった

ことから，（1．6.5 日，2．4 日，3．1.5 日，4．0.625 日，

5．0.25 日）とした．ここで，ほとんどが外出しないは、

3ヶ月に 1回程度の外出とした． 

 質問の外出日数の聞き方が異なっているので，米原市

と生野区を直接比較できないが，米原市では，特に後期

高齢者で，公共交通，送迎・タクシーのみを利用してい

る人の外出人数が少ないことがわかる．一方，生野区で

も，後期高齢者で送迎・タクシーのみを利用している人

の外出日数は少なくなっている．また公共交通利用者が

車（自分で運転）する人より，外出日数が多くなってお

り，都市部では車利用より公共交通利用の方が便利が良

いことから，公共交通利用者の外出日数が多いと考えら

れる．ここで交通手段について，複数利用している場合

は，自由度が高い順に，車（自分で運転），2 輪車・自

転車，公共交通，家族送迎・タクシーの順に代表交通手

段として扱っているため，送迎・タクシーは送迎・タク

シーのみの交通手段しか使っていないことを意味する． 

図-5，6は交通手段別の活動能力点数を示したものであ 
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図-5 交通手段別の活動能力点数（米原市） 
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図-6 交通手段別の活動能力点数（生野区） 

 

る．米原市においては，前期高齢者，後期高齢者共に公

共交通，送迎・タクシー利用者の点数が低くなっている．

一方，生野区においては，前期高齢者では，送迎・タク

シー利用者の点数がやや低く，後期高齢者でも送迎・タ

クシー利用者の点数が低く，他の交通にはそれほど大き

な差は生じていない．この結果よりも，地方部の米原市

では，自由な交通手段を持つ人ほど，活動能力が高く，

公共交通や送迎・タクシーなどの自由な交通手段を持た

ない人ほど，活動能力が低い．生野区においても，その

傾向は同様でありが，生野区では公共交通が自由に外出

できる手段であるため，活動能力も高かったと考えられ

る． 

 

5．まとめと考察 

 本研究では，今後の高齢者の介護予防や健康維持の観

点か移動手段のあり方について考察するため，都市部と

地方部の高齢者の外出頻度と移動手段，活動能力の関係

を検討した．その結果を以下にまとめる． 

・既往研究同様，活動能力の低い人は外出頻度が低い．

また，活動能力と移動手段選択には関係があり，移動手

段選択と外出頻度にも関係がある． 

・外出頻度と交通手段の関係は，自由に外出できる手段

の有無で，地方部では，車（自分で運転），2輪車・自

自由に外出できる手段として考えることができる． 

 以上より，既存研究同様，地方部では，車（自分で運

転）が外出頻度に影響しているおり，都市部では，それ

に加え公共交通も高齢者の外出頻度に影響していること

がわかった． 
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